
平
成

1
9
(
2
0
0
7
)
年

能
登

半
島

地
震

に
関

わ
る

震
災

・
応

急
対

応
フ

ロ
ー

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

2
0
0
7
.
5
.
2
5
.
 
作

成
者

：
瀬

尾
和

大
）

　
　

　
　

　
　

地
震

発
生

　
　

　
　

数
時

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
半

日
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
２

日
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

  
  

  
  

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
週

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
週

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

ヶ
月

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
２

ヶ
月

後

行
政

対
応

　
　

首
相

官
邸

の
危

機
管

理
セ

ン
タ

ー
首

相
,参

院
予

算
委

で
『
政

府
と

し
て

全
力

で
対

応
す

る
』

激
甚

災
害

指
定

へ
向

け
被

害
額

査
定

被
害

額
査

定
に

国
が

協
力

　
農

林
水

産
被

害
額

は
2
4
億

円
→

5
6
億

円
？

　
　

政
府

，
交

付
金

を
前

倒
し

(4
/
3
)

安
倍

首
相

，
被

災
地

を
視

察
(4

/
1
3
)

　
国

レ
ベ

ル
　

　
に

官
邸

対
策

室
を

設
置

→
危

機
管

理
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
通

り
　

被
災

者
へ

の
支

援
と

被
災

地
の

復
旧

に
全

力
を

尽
く
す

．
　

（
早

期
査

定
の

た
め

国
側

が
協

力
）

　
　

政
府

，
輪

島
の

港
整

備
な

ど
を

　
　

　
6
月

配
布

予
定

の
普

通
交

付
税

　
住

民
，

首
相

に
窮

状
訴

え
．

　
　

『
住

民
の

安
全

確
保

,救
助

に
万

全
県

選
出

の
議

員
ら

が
政

府
の

支
援

を
求

め
る

．
各

政
党

首
脳

,被
災

地
視

察
　

　
地

域
再

生
計

画
に

認
定

．
　

　
　

の
う

ち
3
0
%
2
6
億

円
を

7
市

町
に

．
激

甚
災

害
を

閣
議

決
定

(4
/
2
0
)

　
　

を
期

す
よ

う
指

示
』

首
相

官
邸

で
緊

急
記

者
会

見
．

陸
自

が
野

天
風

呂
設

営
(3

/
2
8
,道

下
)

　
　

国
交

省
，

復
旧

効
率

化
へ

建
設

機
械

　
3
市

3
町

を
局

地
指

定
．

復
旧

費
2
3
1
億

円
溝

手
防

災
担

当
相

を
現

地
派

遣
→

激
甚

災
害

指
定

を
検

討
溝

手
防

災
担

当
相

『
死

者
が

一
人

で
よ

か
っ

た
』
と

発
言

．
全

国
統

一
の

電
子

地
図

を
整

備
す

る
計

画
　

　
　

リ
ス

ト
作

成
を

全
国

8
地

区
で

組
織

化
．

　
国

と
県

で
3
0
0
億

円
の

基
金

創
設

の
措

置
　

　
県

，
自

衛
隊

の
派

県
が

要
請

し
た

陸
上

自
衛

隊
金

沢
駐

屯
地

『
県

知
事

,能
登

を
孤

立
さ

せ
る

な
』

約
4
,0

0
0
棟

を
対

象
に

倒
壊

の
危

険
度

判
定

(3
/
2
6
か

ら
2
8
ま

で
)

被
災

者
の

県
税

減
免

を
特

例
措

置
県

，
高

齢
者

介
護

に
ヘ

ル
パ

ー
チ

ー
ム

を
派

遣
県

，
高

校
生

の
授

業
料

免
除

県
,震

災
支

援
の

た
め

補
正

4
5
億

円
を

予
算

専
決

(4
/
1
7
)

　
県

レ
ベ

ル
　

　
遣

要
請

(1
1
:0

9
)．

の
派

遣
部

隊
・
緊

急
消

防
援

助
隊

・
県

警
北

陸
財

務
局

・
日

銀
金

沢
判

定
し

た
9
0
2
棟

の
中

，
危

険
1
5
6
，

要
注

意
1
9
3
，

問
題

な
し

5
5
3
棟

県
議

選
，

静
か

な
前

哨
戦

(地
震

に
配

慮
)

　
健

康
管

理
チ

ー
ム

も
増

強
，

避
難

者
の

体
調

不
良

を
救

援
．

　
被

災
者

支
援

や
風

評
被

害
払

拭
の

観
光

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

用
．

　
　

県
災

害
対

策
本

部
ヘ

リ
・
県

防
災

ヘ
リ

は
能

登
空

港
に

集
結

．
通

帳
紛

失
で

も
払

い
戻

し
を

！
仮

設
住

宅
の

設
置

場
所

・
戸

数
を

市
町

村
と

協
議

 →
 聞

き
取

り
調

査
を

踏
ま

え
追

加
も

．
　

→
県

議
選

告
示

(3
/
3
0
)

県
，

県
内

全
域

に
被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
を

決
定

(4
/
2
) 

  
 県

が
中

小
企

業
に

低
利

融
資

．
運

用
は

4
/
2
3
か

ら
．

　
　

を
設

置
(1

2
:3

0
)．

災
害

医
療

チ
ー

ム
を

輪
島

市
に

派
遣

．
北

国
銀

行
・
北

陸
銀

行
,災

害
特

別
融

資
決

定
．

ま
ず

8
0
戸

(輪
島

6
0
戸

，
穴

水
2
0
戸

）
，

建
設

場
所

も
決

定
．

仮
設

住
宅

は
1
0
0
戸

建
設

　
→

　
3
0
戸

追
加

県
独

自
の

財
政

支
援

制
度

も
新

設
(全

壊
1
0
0
万

円
,半

壊
5
0
万

円
)

仮
設

住
宅

入
居

の
申

込
受

付
は

4
/
1
3
か

ら
．

　
　

　
　

　
約

4
,0

0
0
棟

を
対

象
に

倒
壊

の
危

険
度

判
定

9
0
2
棟

完
了

(3
/
2
6
)

県
警

,女
性

警
察

官
派

遣
，

子
ど

も
や

高
齢

者
の

心
の

ケ
ア

に
．

県
の

地
域

防
災

計
画

見
直

し
へ

新
人

の
県

職
員

を
ボ

ラ
ン谷

本
石

川
県

知
事

の
訓

示
(4

/
2
)

仮
設

住
宅

1
4
0
戸

追
加

最
長

2
年

,無
料

．
申

込
状

況
は

2
2
5
/
3
2
9
. 
入

居
は

4
/
2
8
～

県
警

,総
合

警
備

本
部

設
置

．
う

ち
,危

険
1
5
6
,要

注
意

1
9
3
,問

題
な

し
5
5
3
．

県
,県

庁
に

災
害

対
策

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

本
部

を
設

置
．

（
県

災
害

対
策

本
部

会
議

で
）

  
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

被
災

安
全

安
心

確
保

は
基

本
中

の
基

本
　

計
2
8
0
戸

に
(4

/
5
)

　
　

災
害

ご
み

仮
置

き
場

か
ら

最
終

処
分

場
へ

(4
/
1
4
,1

5
)

三
市

四
町

に
災

害
救

助
法

を
適

用
県

議
選

目
前

,選
挙

ど
こ

ろ
じ

ゃ
な

い
！

震
災

詐
欺

に
用

心
を

（
県

消
費

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

）
住

宅
金

融
公

庫
  

地
に

派
遣

溶
融

し
た

信
頼

を
ど

う
回

復
す

る
か

　
県

議
選

で
自

民
過

半
数

維
持

  
 県

，
地

震
復

旧
・
復

興
本

部
を

設
置

(4
/
2
5
)

　
　

　
　

　
　

（
七

尾
・
輪

島
・
珠

洲
・
志

賀
・
中

能
登

・
穴

水
・
能

登
）

医
療

チ
ー

ム
が

始
動

．
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

を
警

戒
(避

難
所

で
予

防
体

操
)

被
災

地
で

住
宅

相
談

受
付

け
被

害
を

実
感

し
,よ

く
考

え
て

欲
し

い
投

票
率

過
去

最
低

(4
/
8
)

地
震

保
険

支
払

い
は

1
8
億

円
(4

/
1
7
)

輪
島

市
・
七

尾
市

・
穴

水
町

・
志

賀
町

市
職

員
に

よ
る

被
災

建
物

の
応

急
危

険
度

判
定

輪
島

市
,被

災
者

用
の

空
き

家
調

査
．

全
国

市
長

会
で

政
府

の
復

興
支

援
を

緊
急

要
望

(会
長

は
金

沢
市

長
)

門
前

地
区

に
公

営
住

宅
を

検
討

(4
/
2
) 

  
 4

日
遅

れ
の

入
学

式
(4

/
9
)

輪
島

市
に

「
災

害
復

興
支

援
室

」
設

置
　

市
町

村
レ

ベ
ル

・
中

能
登

町
に

災
害

対
策

本
部

設
置

．
輪

島
市

,孤
立

の
恐

れ
が

あ
る

門
前

町
の

3
世

帯
4
人

に
初

の
避

難
勧

告
門

前
町

で
地

震
後

始
め

て
の

ゴ
ミ

収
集

(3
/
2
8
)

罹
災

証
明

の
遅

れ
に

住
民

不
満

(中
越

地
震

よ
り

格
段

に
遅

い
)

志
賀

町
も

独
自

の
見

舞
金

漆
器

業
者

が
要

望
『
土

蔵
・
納

屋
も

助
成

を
』
(4

/
1
0
)

輪
島

市
,門

前
町

走
出

に
災

害
対

策
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
現

地
本

部
を

開
設

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

本
格

化
．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
1
,3

4
3
人

(3
/
3
1
)

新
採

職
員

に
辞

令
交

付
(4

/
2
)

　
志

賀
町

長
が

5
0
日

ぶ
り

公
務

復
帰

(4
/
9
)

輪
島

市
，

生
活

再
建

支
援

窓
口

を
開

設
　

　
　

　
　

→
金

沢
市

か
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

用
の

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

を
運

行
(運

行
開

始
は

3
/
2
9
か

ら
)．

県
内

外
か

ら
ゴ

ミ
収

集
車

1
0
1
台

が
集

結
．

輪
島

市
：
直

ち
に

門
前

の
復

旧
へ

(談
合

事
件

事
情

聴
取

・
自

殺
未

遂
か

ら
)

罹
災

証
明

に
不

満
．

再
調

査
依

頼
3
0
0
件

超
．

応
急

活
動

地
震

時
の

死
者

・
重

傷
者

の
内

訳
門

前
な

ど
避

難
所

で
炊

き
出

し
開

始
輪

島
市

が
れ

き
処

理
開

始
(罹

災
証

明
が

得
ら

れ
た

家
屋

か
ら

)
避

難
所

で
の

健
康

管
理

　
門

前
深

見
地

区
で

一
時

帰
宅

穴
水

町
：
研

修
な

し
で

復
旧

へ
需

要
は

変
化

，
事

前
に

確
認

を
！

門
前

道
下

で
唯

一
の

ス
ー

パ
ー

が
営

業
再

開
(4

/
1
6
)

死
者

1
人

：
輪

島
市

鳳
至

町
,自

宅
庭

,石
灯

籠
の

下
敷

き
　

黒
島

公
民

館
で

は
1
2
0
人

の
避

難
民

に
3
5
0
食

共
同

通
信

が
輪

島
市

の
避

難
民

に
ア

ン
ケ

ー
ト

高
血

圧
・
不

眠
な

ど
1
8
7
人

北
電

：
う

そ
を

つ
か

ず
正

直
に

現
在

は
日

用
品

と
力

仕
事

．
門

前
海

岸
隆

起
で

岩
海

苔
，

ア
オ

サ
収

穫
で

き
ず

．
重

傷
者

1
9
人

：
ブ

ロ
ッ

ク
塀

の
下

敷
き

1
，

二
階

か
ら

飛
降

り
コ

ン
ビ

ニ
に

市
民

殺
到

．
水

や
弁

当
姿

消
す

．
 全

体
の

8
6
%
は

地
震

対
策

を
し

て
い

な
い

．
　

う
ち

2
人

は
救

急
車

で
搬

送
輪

島
港

の
潮

位
低

下
で

津
波

騒
ぎ

(3
/
3
1
)

小
中

学
校

入
学

式
 新

し
い

下
着

，
洗

剤
，

家
の

片
付

け
　

　
　

　
　

　
港

も
隆

起
，

漁
師

困
っ

た
．

1
，

崩
れ

た
肥

料
の

下
敷

き
2
，

熱
湯

で
火

傷
1
，

転
倒

骨
折

コ
ン

ビ
ニ

各
社

,輪
島

に
救

援
物

資
 非

常
用

持
ち

出
し

袋
は

し
ま

っ
た

ま
ま

．
避

難
者

の
１

割
超

が
体

調
不

良
．

　
門

前
の

避
難

所
で

2
5
人

が
下

痢
・
嘔

吐
訴

え
(4

/
3
)

震
災

ゴ
ミ

に
一

般
の

粗
大

ゴ
ミ

が
混

入
4
，

落
下

物
で

骨
折

1
，

そ
の

他
9
．

高
齢

者
の

骨
折

が
多

い
．

避
難

所
に

給
水

車
．

市
が

昨
年

実
施

し
た

避
難

訓
練

は
役

立
っ

た
.

輪
島

の
旅

館
が

温
泉

解
放

門
前

の
保

育
所

が
再

開
(4

/
2
)

ゴ
ミ

処
理

の
経

費
に

4
0
億

円
必

要
．

情
報

伝
達

　
翌

日
重

傷
者

2
名

を
追

加
，

い
ず

れ
も

高
齢

者
の

骨
折

．
救

援
隊

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
チ

ー
ム

続
々

と
被

災
地

入
り

 避
難

者
の

4
3
%
は

自
宅

に
大

き
な

被
害

は
無

し
.

　
風

呂
3
日

ぶ
り

,天
国

み
た

い
．

金
大

附
属

病
院

医
師

穴
水

の
6
6
人

，
避

難
所

か
ら

保
養

施
設

へ
花

見
で

き
な

い
，

桜
の

下
に

災
害

ご
み

2
府

5
県

か
ら

の
消

防
隊

，
集

落
全

戸
で

安
否

確
認

余
震

を
恐

れ
て

自
主

避
難

し
て

き
た

．
「
エ

コ
ノ

ミ
ー

」
予

防
検

査
避

難
の

長
期

化
に

備
え

て
．

輪
島

白
米

の
千

枚
田

で
あ

ぜ
塗

り
(4

/
2
1
)

輪
島

市
立

病
院

で
透

析
用

の
水

不
足

．
手

術
は

緊
急

の
み

．
高

齢
者

，
初

め
て

の
携

帯
電

話
に

安
心

感
．

北
国

新
聞

社
か

ら
見

舞
金

 避
難

所
の

1
4
6
人

中
8
人

に
症

状
津

幡
で

ス
ー

パ
ー

の
義

捐
金

箱
盗

ま
れ

る
．

義
捐

金
配

分
：
全

壊
7
0
万

，
半

壊
3
5
万

，
損

壊
1
万

5
千

円
マ

ス
コ

ミ
北

国
新

聞
,特

別
夕

刊
を

発
刊

2
6
日

の
朝

刊
『
県

内
過

去
最

大
の

地
震

』
　

2
7
日

朝
刊

『
2
2
9
回

 余
震

続
く
』
　

　
県

に
1
0
0
0
万

円
贈

る
．

社
会

面
に

義
捐

金
情

報
毎

日
掲

載
社

説
で

『
早

め
て

ほ
し

い
生

活
再

建
　

　
北

国
新

聞
が

報
道

写
真

集
社

説
で

『
復

旧
か

ら
復

興
へ

．
地

場
産

業
の

再
生

を
』

『
能

登
で

震
度

６
強

』
夕

刊
『
余

震
1
9
3
回

 重
軽

傷
1
9
0
人

に
』
　

　
社

説
で

激
甚

災
害

指
定

を
呼

び
か

け
．

　
社

説
で

『
風

評
被

害
が

気
に

か
か

る
』

過
疎

の
地

に
復

旧
策

見
え

ず
支

援
法

の
見

直
し

作
業

』
(4

/
3
)

　
　

を
緊

急
出

版
(4

/
8
)

統
一

地
方

選
・
後

半
戦

(4
/
2
2
)

北
国

新
聞

記
者

の
被

災
地

ル
ポ

(輪
島

門
前

地
区

)，
投

書
欄

『
地

鳴
り

』
に

多
数

の
体

験
談

．
3
/
2
8
北

国
新

聞
社

説
『
留

ま
る

か
，

離
れ

る
か

』
ゴ

ジ
ラ

通
信

「
僕

の
プ

レ
ー

で
石

川
に

元
気

を
」

紙
面

1
面

か
ら

震
災

関
連

記
事

消
え

る
(4

/
1
0
)

地
震

関
連

の
情

報
フ

ァ
イ

ル
掲

載

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

地
震

直
後

か
ら

電
話

回
線

混
雑

．
『
緊

急
地

震
速

報
の

運
用

開
始

を
急

げ
』

　
瓦

屋
根

修
理

門
前

住
民

が
住

宅
補

修
の

相
談

会
開

催
地

震
保

険
料

，
1
0
月

に
改

定
へ

仮
設

住
宅

入
居

目
前

，
地

域
の

絆
を

N
T
T
西

日
本

は
災

害
用

伝
言

固
定

電
話

・
携

帯
電

話
,夕

方
ま

で
通

話
規

制
．

　
余

震
へ

の
運

用
は

被
災

者
の

不
安

解
消

に
な

る
．

　
で

詐
欺

(七
尾

)
　

『
門

前
に

残
っ

て
』
，

市
民

側
か

ら
も

努
力

　
木

造
家

屋
1
,0

0
0
万

円
の

場
合

　
ど

う
守

る
？

回
覧

板
や

区
費

負
担

は
？

　
電

話
ダ

イ
ヤ

ル
を

開
設

．
『
高

齢
者

リ
ス

ト
作

成
が

過
疎

地
の

減
災

対
策

の
鍵

に
』

穴
水

で
も

，
赤

紙
に

『
壊

さ
な

，
い

か
ん

の
か

』
　

千
葉

・
愛

知
な

ど
：
3
0
%
u
pで

約
3
0
,6

0
0
円

/
年

県
に

よ
る

『
元

気
宣

言
，

能
登

』
の

新
聞

広
告

携
帯

電
話

各
社

も
災

害
用

伝
言

板
の

運
用

開
始

．
災

害
時

要
援

護
者

の
把

握
と

支
援

担
当

者
の

配
備

を
．

石
川

・
富

山
で

は
：
3
9
%
dn

で
約

1
0
,0

0
0
円

/
年

観
光

大
使

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

と
交

通
・

　
電

気
地

震
直

後
,能

登
の

約
3
5
,0

0
0
戸

(最
大

1
6
万

戸
)で

停
電

→
　

2
1
時

現
在

,ご
く
一

部
を

除
き

復
旧

．
能

登
半

島
地

震
，

そ
の

時
私

は
・
・
・
(読

者
の

体
験

談
掲

載
)

週
末

に
被

災
者

家
族

が
帰

省
割

引
制

度
：
免

震
建

物
の

保
険

料
は

3
0
%
dn

行
事

・
お

祭
り

情
報

の
全

面
広

告
(4

/
2
7
)

北
陸

電
力

,非
常

災
害

対
策

総
本

部
設

置
．

『
助

け
合

い
』
が

地
震

災
害

の
副

産
物

(門
前

区
長

の
奮

闘
)

七
尾

大
田

火
力

で
発

電
開

始

　
水

道
七

尾
市

で
水

道
管

破
裂

水
道

は
9
,9

5
0
世

帯
で

断
水

続
く
．

水
道

の
復

旧
遅

れ
る

．
門

前
の

一
部

で
水

道
復

旧
．

　
断

水
は

1
,7

5
6
世

帯
(3

/
2
8
)

断
水

：
輪

島
地

区
1
8
3
世

帯
輪

島
市

の
断

水
は

4
7
0
世

帯
(4

/
1
)

輪
島

市
・
能

登
町

な
ど

で
1
3
,2

5
0
戸

が
断

水
．

断
水

は
5
,6

1
0
世

帯
．

通
水

後
に

新
た

な
破

断
が

見
つ

か
る

．
　

　
　

　
　

輪
島

地
区

  
4
5
6
世

帯
　

　
　

　
門

前
地

区
6
4
0
世

帯
　

門
前

全
域

で
下

水
道

復
旧

(4
/
2
)

　
飲

料
水

は
何

と
か

．
ト

イ
レ

と
風

呂
が

問
題

．
　

　
　

　
　

門
前

地
区

1
,3

0
0
世

帯
減

圧
給

水
：
富

来
地

区
1
8
世

帯
　

　
　

断
水

は
深

見
3
6
世

帯
，

渡
瀬

1
4
世

帯
の

み
(4

/
3
)

　
ガ

ス
金

沢
市

で
都

市
ガ

ス
の

供
給

停
止

あ
り

．
交

通
網

被
害

　
能

登
空

港
は

全
面

閉
鎖

．
小

松
空

港
は

ほ
ぼ

平
常

通
り

．
能

登
有

料
道

路
復

旧
に

は
1
ヶ

月
以

上
　

　
能

登
空

港
は

2
6
日

か
ら

全
便

運
行

能
登

空
港

に
台

湾
か

ら
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
で

1
0
5
人

．
　

　
能

登
有

料
道

路
は

穴
水

IC
～

柳
田

IC
間

で
通

行
止

．
　

盛
り

土
の

「
弱

点
」
突

か
れ

．
道

路
損

壊
1
2
0
ヵ

所
，

橋
梁

損
壊

6
ヵ

所
，

が
け

崩
れ

1
8
ヵ

所
七

尾
港

大
田

岸
壁

，
液

状
化

で
機

能
不

全
能

登
有

料
道

道
路

　
　

バ
ス

4
台

を
含

む
1
8
台

が
孤

立
状

態
．

国
県

道
1
4
路

線
2
0
ヵ

所
で

通
行

止
が

続
い

て
い

る
．

　
　

徳
田

大
津

-
横

田
間

：
4
/
2
0
復

旧
　

能
越

自
動

車
道

は
穴

水
IC

-
能

登
空

港
IC

間
，

徳
田

大
津

マ
ン

ホ
ー

ル
の

浮
上

り
4
0
ヵ

所
能

登
有

料
道

路
，

柳
田

-
徳

田
大

津
間

は
1
週

間
以

内
に

，
柳

田
-
徳

田
大

津
4
日

後
に

復
旧

能
登

島
大

橋
の

規
制

解
除

(4
/
2
)

　
　

　
　

　
　

　
横

田
-
穴

水
間

は
4
/
2
7
復

旧
　

　
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

-
田

鶴
浜

IC
間

で
通

行
止

．
　

　
　

　
う

ち
3
1
ヵ

所
は

門
前

町
．

　
徳

田
大

津
以

北
は

5
月

初
旬

ま
で

に
仮

復
旧

を
目

指
す

．
→

復
旧

工
法

検
討

委
が

発
足

能
登

有
料

道
が

全
線

開
通

(4
/
2
7
)

　
　

能
登

島
大

橋
の

橋
脚

4
本

ひ
び

割
れ

発
見

,通
行

止
に

．
地

震
か

ら
3
3
日

ぶ
り

．
Ｇ

Ｗ
は

能
登

へ
！

　
鉄

道
　

J
R

西
日

本
金

沢
支

社
J
R

七
尾

線
復

旧
県

文
化

財
の

被
害

集
計

能
登

歴
史

資
料

保
全

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

発
足

　
　

北
陸

線
な

ど
石

川
県

内
の

の
と

鉄
道

は
復

旧
に

1
週

間
か

か
る

見
込

み
．

の
と

鉄
道

3
/
3
0
か

ら
再

開
所

有
者

「
壊

す
方

が
楽

」
損

壊
し

た
家

屋
・
土

蔵
に

埋
も

れ
た

資
料

守
れ

．
　

　
全

線
で

運
転

見
合

わ
せ

．
　

　
県

外
の

古
物

商
が

掘
り

出
し

物
狙

う
．

人
的

被
害

3
/
2
6
,零

時
現

在
3
/
2
6
, 
1
3
時

現
在

3
/
2
7
,2

1
時

現
在

県
に

よ
る

被
害

の
集

計
(3

/
2
9
,1

0
h
)

　
県

の
被

害
集

計
(3

/
3
1
,1

0
h
)

県
の

被
害

集
計

(4
/
1
,2

1
h
)

県
の

被
害

集
計

(4
/
1
0
,1

0
h
)

死
者

1
人

(輪
島

市
鳳

至
町

)
重

軽
傷

者
1
7
5
人

重
軽

傷
者

1
9
0
人

（
重

傷
者

2
1
人

）
重

軽
傷

者
2
3
5
人

　
死

者
1
人

，
重

傷
者

2
7
人

，
軽

傷
　

　
負

傷
者

3
0
0
人

　
負

傷
者

2
7
9
人

　
　

　
　

重
軽

傷
者

3
0
9
人

に
(4

/
6
) 

  
 ↓

県
の

被
害

集
計

(4
/
1
9
,1

0
h
)

重
傷

1
0
人

,軽
傷

9
9
人

(県
警

発
表

)
避

難
者

2
,4

9
7
人

避
難

者
2
,1

3
8
人

避
難

者
1
,6

8
1
人

(3
7
ヵ

所
)

　
者

2
3
3
人

．
避

難
者

1
,6

5
7
人

．
　

　
避

難
者

1
,1

2
1
人

(3
4
ヵ

所
)

　
避

難
者

9
3
3
人

(2
7
ヵ

所
)→

5
6
9
人

(4
/
3
)　

　
→

4
4
3
人

→
3
3
0
人

→
2
8
7
人

(1
1
ヵ

所
)

輪
島

市
門

前
町

で
は

9
0
0
人

が
避

難
→

翌
朝

刊
で

は
1
,5

0
0
人

が
1
8
ヵ

所
に

避
難

．
1
,9

1
5
人

の
避

難
生

活
が

続
い

て
い

る
．

　
家

屋
全

壊
9
9
棟

，
半

壊
2
9
1
棟

，
　

　
家

屋
全

壊
3
0
0
棟

　
家

屋
全

壊
3
1
6
棟

  
  

  
  

→
3
6
3
棟

　
　

　
　

→
4
7
6
棟

→
5
3
7
棟

→
5
8
2
棟

建
物

被
害

　
一

部
損

壊
1
,3

0
0
棟

．
　

　
家

屋
半

壊
3
5
1
棟

　
家

屋
半

壊
3
5
7
棟

　
　

　
→

4
3
6
棟

　
　

　
　

→
6
1
7
棟

→
8
2
0
棟

→
1
,0

6
9
棟

　
志

賀
原

発
1
,2

号
機

は
外

部
へ

の
放

射
能

経
産

省
保

安
院

,志
賀

原
発

に
揺

れ
の

解
析

を
指

示
．

建
物

の
応

急
危

険
度

判
定

(3
/
2
8
)

　
　

一
部

損
壊

1
,5

7
5
棟

　
一

部
損

壊
1
,5

7
6
棟

　
　

→
2
,6

7
9
棟

　
　

　
 →

4
,9

6
0
棟

→
6
,6

1
6
棟

→
9
,3

0
5
棟

　
重

要
施

設
　

な
ど

の
影

響
は

な
い

．
(北

陸
電

力
発

表
) 

→
1
号

機
は

臨
界

事
故

隠
し

に
よ

り
，

今
回

の
地

震
規

模
は

想
定

を
上

回
る

．
危

険
（
赤

紙
）
8
4
5
棟

　
使

用
済

み
燃

料
プ

ー
ル

の
水

が
溢

れ
る

．
2
号

機
は

定
期

検
査

で
共

に
停

止
中

知
事

，
北

陸
電

力
の

隠
蔽

体
質

批
判

(臨
界

事
故

隠
し

で
) 

→
　

北
電

が
調

査
結

果
　

要
注

意
（
黄

紙
）
9
8
9
棟

　
北

電
，

志
賀

町
全

戸
住

宅
7
,5

4
8
棟

の
応

急
危

険
度

判
定

　
北

電
，

原
子

力
部

門
を

志
賀

原
発

，
揺

れ
は

設
計

時
最

大
想

定
　

一
般

住
宅

を
報

告
．

臨
界

事
故

営
利

目
的

の
調

査
に

注
意

喚
起

　
に

お
詫

び
訪

問
危

険
：
1
,2

2
2
棟

石
川

に
移

転
の

抜
本

策
．

を
２

倍
近

く
上

回
っ

て
い

た
が

，
安

全
性

は
輪

島
で

2
5
戸

全
壊

,半
壊

2
1
3
戸

．
住

宅
全

半
壊

3
0
1
棟

全
半

壊
家

屋
2
1
6
棟

被
害

家
屋

1
,2

5
8
棟

　
隠

し
に

組
織

風
土

の
問

題
を

穴
水

で
被

災
家

屋
の

解
体

　
→

 穴
水

 解
体

ラ
ッ

シ
ュ

(4
/
3
)

　
要

注
意

：
1
,5

6
1
棟

 （
金

沢
か

志
賀

か
は

未
定

）
確

保
さ

れ
て

お
り

，
問

題
は

な
い

．
(4

/
1
9
)

損
壊

家
屋

は
5
6
7
棟

雨
に

備
え

屋
根

の
シ

ー
ト

張
り

急
ピ

ッ
チ

．
指

摘
．

取
水

デ
ー

タ
改

竄
も

．
工

事
が

本
格

化
(3

/
2
9
)

問
題

な
し

：
4
,7

6
5
棟

産
業

・
観

光
施

設
和

倉
温

泉
に

被
害

は
な

し
．

和
倉

温
泉

の
旅

館
2
9
軒

中
2
1
軒

が
営

業
で

き
ず

．
『
黄

金
週

間
控

え
観

光
地

に
打

撃
』

旅
館

再
開

も
『
客

足
遠

く
』

　
　

　
棚

田
崩

落
し

作
付

け
危

機
輪

島
に

初
め

て
の

ツ
ア

ー
客

輪
島

朝
市

が
本

格
再

開
(4

/
1
1
)

宿
泊

客
が

交
通

機
関

運
休

で
足

止
め

．
　

キ
ャ

ン
セ

ル
客

数
は

2
5
日

3
,9

9
8
人

，
2
6
日

2
,6

4
7
人

．
温

泉
・
漆

器
業

に
大

打
撃

．
　

和
倉

温
泉

2
7
館

中
1
2
館

が
営

業
　

　
　

　
(門

前
小

山
地

区
)

「
元

気
の

源
は

観
光

客
」
(4

/
5
)

　
2
0
0
店

舗
に

客
2
6
0
0
人

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

閉
じ

込
め

が
和

倉
と

中
能

登
町

で
発

生
．

輪
島

温
泉

で
は

旅
館

1
5
軒

中
9
軒

が
営

業
休

止
．

製
造

業
 設

備
点

検
に

追
わ

れ
る

も
生

産
活

動
に

は
影

響
な

し
．

震
災

支
援

，
融

資
で

競
う

．
風

評
被

害
に

も
対

応
．

観
光

協
会

な
ど

，
１

年
後

に
「
の

と
博

」
開

催
を

県
に

要
望

火
災

七
尾

市
で

火
災

発
生

能
登

町
で

２
件

の
ぼ

や
火

災
斜

面
崩

壊
門

前
町

深
見

・
六

郎
木

地
区

門
前

町
深

見
地

区
は

林
道

が
復

旧
し

孤
立

は
解

消
．

道
路

寸
断

で
4
0
数

世
帯

が
孤

立
→

漁
船

で
鹿

磯
漁

港
へ

避
難

．
被

災
地

に
無

情
の

雪
(4

/
4
)

志
賀

鵜
野

屋
，

背
後

の
山

に
亀

裂
水

害
七

尾
市

の
埋

立
地

で
液

状
化

輪
島

市
熊

野
の

河
原

田
川

で
土

砂
ダ

ム
引

き
続

き
大

雨
注

意
報

引
き

続
き

雨
に

よ
る

能
登

有
料

道
は

想
定

外
の

揺
れ

で
「
液

状
化

」
現

象
を

確
認

．
(1

9
5
9
年

奥
能

登
水

害
で

も
川

が
溢

れ
た

)
　

地
盤

緩
み

落
石

多
発

　
土

砂
災

害
を

警
戒

　
殆

ど
が

谷
の

盛
土

部
分

で
崩

壊
し

て
い

る
．

　
橋

梁
は

盛
り

土
工

法
よ

り
1
0
～

2
0
倍

も
高

価
．

余
震

活
動

本
震

0
9
:4

2
(M

6
.9

, 
最

大
震

度
：
６

強
)

3
/
2
5
の

有
感

余
震

1
4
9
回

．
3
/
2
7
午

前
1
時

ま
で

輪
島

で
余

震
 震

度
５

弱
(3

/
2
8
,0

8
:0

8
)

3
/
2
9
,1

3
h
ま

で
の

余
震

　
　

余
震

は
3
/
3
1
正

午
ま

で
3
0
8
回

　
　

　
　

輪
島

で
震

度
３

(4
/
4
)　

余
震

続
発

(4
/
6
)

門
前

で
震

度
３

(4
/
1
4
，

1
5
)

　
震

度
６

強
は

輪
島

・
輪

島
門

前
・
穴

水
・
七

尾
 1

8
:1

1
の

余
震

は
輪

島
と

有
感

地
震

は
2
2
9
回

．
　

門
前

で
新

た
に

落
石

．
　

回
数

は
計

2
8
6
回

．
　

　
　

穴
水

で
震

度
４

 石
川

県
内

沿
岸

全
域

に
津

波
注

意
報

．
 穴

水
で

震
度

５
弱

．
3
/
2
6
,1

4
:4

6
 志

賀
町

香
能

で
震

度
5
弱

．
　

　
珠

洲
・
金

沢
で

1
0
:1

0
過

ぎ
か

ら
続

く
余

震
,眠

れ
ぬ

夜
．

　
　

　
 1

8
:0

2
 門

前
町

走
出

で
震

度
4
．

　
　

高
さ

1
0
c
m

の
津

波
を

数
回

観
測

．
雨

・
余

震
，

警
戒

続
く
．

　
　

気
象

庁
,震

度
５

ク
ラ

ス
の

余
震

金
大

調
査

チ
ー

ム
：
直

下
型

な
ら

被
害

数
倍

能
登

に
大

雨
・
雷

注
意

報
北

電
の

臨
界

事
故

・
デ

ー
タ

改
竄

の
体

質
に

踏
み

込
む

記
事

「
タ

ヌ
キ

が
消

え
た

」
(4

/
2
)

志
賀

関
野

鼻
周

辺
が

隆
起

と
の

目
撃

情
報

金
大

保
健

学
科

が
報

告
会

専
門

家
に

よ
る

　
　

の
可

能
性

を
指

摘
．

　
　

　
　

　
　

　
地

盤
弱

く
，

古
い

民
家

が
多

い
．

　
が

連
日

，
北

国
新

聞
の

１
面

ト
ッ

プ
に

現
れ

る
．

珠
洲

・
志

賀
で

住
民

ら
証

言
．

　
金

大
地

震
断

層
調

査
グ

ル
ー

プ
が

調
査

へ
．

「
災

害
救

護
現

場
の

現
状

と
課

題
」

　
　

コ
メ

ン
ト

な
ど

　
　

雨
に

よ
る

土
砂

災
害

へ
の

警
戒

防
災

科
技

研
：
瞬

間
的

な
揺

れ
「
阪

神
」
以

上
．

金
大

調
査

グ
ル

ー
プ

，
門

前
町

北
部

で
推

本
の

地
震

動
予

測
地

図
で

は
金

大
調

査
グ

ル
ー

プ
動

物
や

魚
類

の
異

常
行

動
を

指
摘

．
　

産
総

研
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

の
海

岸
調

査
　

　
を

呼
び

か
け

．
　

今
回

の
地

震
断

層
の

一
部

を
発

見
．

　
今

回
の

海
底

活
断

層
は

考
慮

　
墓

石
倒

壊
率

分
布

を
発

表
七

尾
の

蓮
浄

寺
で

倒
れ

た
墓

石
の

持
主

探
し

．
剱

地
4
0
c
m

隆
起

/
深

見
1
0
c
m

沈
降

山
形

大
教

授
，

門
前

の
断

層
は

津
波

注
意

報
ま

で
1
分

4
0
秒

を
要

し
た

．
気

象
庁

『
能

登
半

島
地

震
』
と

命
名

志
賀

原
発

1
号

機
の

本
震

観
測

デ
ー

タ
　

さ
れ

ず
過

小
評

価
と

金
大

分
析

．
　

震
源

地
付

近
で

は
倒

壊
率

1
0
0
%
も

．
倒

れ
た

約
1
0
0
基

が
散

乱
し

判
別

困
難

な
状

況
．

地
滑

り
の

可
能

性
が

あ
る

．
震

源
断

層
モ

デ
ル

の
解

析
．

志
賀

原
発

1
号

機
の

地
震

計
は

2
2
6
ga

lを
観

測
し

て
い

た
．

　
観

測
装

置
の

メ
モ

リ
ー

超
過

で
消

失
．

金
沢

工
大

で
調

査
報

告
会

「
門

前
と

穴
水

で
家

屋
倒

壊
方

向
に

違
い

」
　

　
三

重
で

震
度

５
強

の
地

震
(4

/
1
5
)

兼
六

園
，

観
桜

期
の

無
料

開
園

(4
/
2
～

4
/
8
)

金
大

グ
ル

ー
プ

，
余

地
の

可
能

性
指

摘
震

研
：
平

野
部

で
長

周
期

の
揺

れ
『
活

断
層

の
研

究
は

学
者

の
役

割
り

だ
が

，
社

会
変

化
を

記
す

の
は

記
者

の
仕

事
』

ソ
ロ

モ
ン

沖
で

M
8
.0

の
巨

大
地

震
(4

/
2
) 

→
 被

害
拡

大
　

割
れ

目
か

ら
ラ

ド
ン

放
出

，
余

震
の

前
（
北

国
新

聞
［
時

鐘
」
欄

3
/
2
7
よ

り
）

最
大

約
1
0
m

の
津

波
．

被
害

詳
細

は
不

明
．

に
放

射
能

2
0
倍

．
　

　
　

　
　

　
地

震
発

生
　

　
　

　
数

時
間

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

半
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

日
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
  

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

週
間

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
２

週
間

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
ヶ

月
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
ヶ

月
後


